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付属のユーティリティーディスクについて
同梱のユーティリティーディスクは、以下のような場合にご使用ください。

取扱説明書（本書）

Windows®セットアップ
付属のユーティリティーディスクには、ディスプレイのWindows® 用セットアップ情報が入っています。このセットアップ情報をご使用のコ
ンピューターにインストールすることで、最大解像度や垂直周波数等がディスプレイの能力に合わせて設定できるようになります。
本機をはじめてコンピューターに接続したときには、付属のユーティリティーディスクからセットアップ情報をコンピューターへインス
トールしてください。
インストール手順はユーティリティーディスクのReadme.txtをご覧ください。

テストパターン
このテストパターンはアナログ接続をした場合の画面調節の際に使用します。
付属のユーティリティーディスクのPATTERN内の“Testptn.exe”を起動します。
ご使用方法については、ユーティリティーディスクのReadme.txtをご覧ください。

MultiProfiler
ICCプロファイルエミュレーションなどの、より高度な設定をおこなうソフトウェアです。
詳細は、ユーティリティーディスクのMultiProfilerフォルダ内のReadme.txtをご覧ください。
最新のMultiProfilerソフトウェアについては、当社インターネットホームページをご覧ください。

USB機器の接続について
本機は、下記のUSBポートを装備しています。

アップストリーム（2ポート）：	 市販のUSBケーブルでUSB対応のコンピューターと接続します。

ダウンストリーム（3ポート）：	 USB対応のメモリー、マウスやキーボードなどの周辺機器からのケーブルを接続します。

※ USBケーブルのコネクター形状及び向きをよく確かめてから接続してください。
※ USB機能は使用するコンピューターのBIOSやOS、周辺機器によっては動作しない場合があります。この場合は、まず各使用機器

の取扱説明書を確認するか、各機器のメーカーにお問い合わせください。
※ 本機の電源スイッチをオフにしたり、USBアップストリームを切り替える場合には、事前に本機に接続したUSB機器を停止させてく

ださい。一部のUSB機器の場合、この操作をおこなわないと機器の破損やデータの消失の原因になる場合があります。
※ 本機がコンピューターに認識されるまでに数秒程度必要です。認識される前にUSBケーブルを引き抜いたり、短時間での抜き差しを

繰り返したりしないでください。

テストパターン表示画面

画面調節メニューの左／右または下／上の項目で調節をおこない、
白い枠が完全に見えるようにする（→P21）

画面調節メニューの水平サイズまたは位相の項目で調節をおこな
い、白黒の縦じまがはっきりと見えるようにする（→P21）

ブライトネス・コントラストメニューのコントラストで調節をおこ
ない、白の階調差が見えるようにする（→P20）
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Tag2 ※ 1 SHARPNESS 画面のシャープさを設定します。
RESPONSE IMPROVE RESPONSE IMPROVE をオンすることにより、液晶の中間調応答速度が向上します。

動画表示時における残像感を低減させることができます。
ECO MODE ブライトネスの最大値を制限することで電源消費量を削減することができます。( → P20)
AUTO BRIGHTNESS 画面の明るさを自動的に調節する機能（オートデミング機能）です。( → P28)	

正確な色再現のためには OFF に設定してください。
METAMERISM ON を選ぶと、測定器での測定結果が同じでも見た目が異なる現象を改善し、他のディ

スプレイとの白色マッチングを改善します。
AMBIENT LIGHT COMP. センサー（→P8）で環境光を測定し、画質に影響が出ないよう、低階調部の明るさと

色合いを自動的に補正します。環境光の測定は電源投入時と画質設定を変更したときに
おこなわれます。

(6 - AXIS ADJUST) HUE（色合い）：6 色それぞれ※ 2 について色合いを調節できます。
SATURATION（彩度）：6 色それぞれ※ 2 について色の濃さを調節できます。値を大き
くすると選択している色が鮮やかになります。
OFFSET（オフセット）：6 色それぞれ※ 2 について明るさを調節できます。値を大きく
すると選択している色が明るくなります。

SHORTCUT CUSTOM Tag1 の PICTURE MODE で設定した１から 5 のうち、本体前面のボタンで表示され
る PICTURE MODE を設定します。

Tag3 ※ 1 R-H.POSITION（アナログ入力のみ） 赤のみの表示画像位置を調節します。
G-H.POSITION（アナログ入力のみ） 緑のみの表示画像位置を調節します。
B-H.POSITION（アナログ入力のみ） 青のみの表示画像位置を調節します。
R-FINE（アナログ入力のみ） 赤のみの位相を調節します。
G-FINE（アナログ入力のみ） 緑のみの位相を調節します。
B-FINE（アナログ入力のみ） 青のみの位相を調節します。
R-SHARPNESS（アナログ入力のみ） 赤のみの画像のシャープさを調節します。
G-SHARPNESS（アナログ入力のみ） 緑のみの画像のシャープさを調節します。 
B-SHARPNESS（アナログ入力のみ） 青のみの画像のシャープさを調節します。
DVI LONG CABLE 

（DVI 入力のみ）
長距離（約 20m）で信号ケーブルを使用したとき、信号の劣化を補正し、見やすい画面にします。
0 〜 3 まで 4 段階で調節できます。数値が高くなる程、信号の劣化が改善されます。

HDMI LONG CABLE ※ 3

（HDMI 入力のみ）
長距離（約 20m）で信号ケーブルを使用したとき、信号の劣化を補正し、見やすい画面にします。
0 〜 3 まで 4 段階で調節できます。数値が高くなる程、信号の劣化が改善されます。

Tag4 AUTO ADJUST 
（アナログ入力のみ）

左右方向の表示位置、上下方向の表示位置、水平サイズ、位相を自動調節します。付属
のユーティリティーディスク内のテストパターンを使用して調節をおこなってください。

SIGNAL ADJUST ※ 1

（アナログ入力のみ）
本機が信号変化を検出したときに自動的に動作させる自動調節のレベルを設定します。
800 × 600 以上の解像度で自動調節機能が実行されます。
調節項目 水平サイズ / 位相 / 表示位置 コントラスト
SIMPLE ○ × ○：自動調節可

FULL ○ ○ ×：自動調節不可

AUTO ADJUST LEVEL ※ 1

（アナログ入力のみ）
OSD 上から AUTO ADJUST をおこなう際の自動調節のレベルを設定します。
調節項目 水平サイズ / 位相 / 表示位置 コントラスト 詳細設定（ロングケーブル補正機能→P30）*1 時間
SIMPLE ○ × × 1 秒
FULL ○ ○ × 1.5 秒

DETAIL ○ ○ ○ 5 秒
○：自動調節可　×：自動調節不可　*1 : 黒レベルの調節、RGB 遅延補正、RGB シャープネス

A-NTAA SW ※ 1

（アナログ入力のみ）
複数のコンピュータ−を外部スイッチャーなどで切り替えて使う場合に切り替わった信
号を自動検出し画面調節するかどうかを選択します。

OFF: 自動検出後、画面調節はおこないません。
ON: 自動検出後、画面調節をおこないます。
OPTION： 自動検出後、画面調節をおこないます。同じ周波数の信号を切り替えて使

用するときに表示を消さないので、切り替えた信号がすぐに表示されます。
AUTO CONTRAST

（アナログ入力のみ）
コントラストを自動調節します。白のある画像を表示してください。

CONTRAST ※ 1

（アナログ入力のみ）
コントラストを調節します。ブライトネスの調節だけでは、希望する明るさに調節でき
ないときに、画面をお好みの明るさに調節します。

AUTO BLACK LEVEL
（アナログ入力のみ）

黒輝度を自動調節します。表示内に黒があるようにしてから調節をおこなってください。

BLACK LEVEL ※ 1

（アナログ入力のみ）
入力信号レベルに応じて RGB ブラックレベルを調節します。

VIDEO LEVEL ※ 1 ※ 3

（HDMI 入力のみ）
表示する階調範囲を映像信号にあわせ、映像の白飛びや黒浮きを改善します。
NORMAL ：コンピューター用の設定です。入力信号の 0 〜 255 階調をすべて表示します。
EXPAND ： AV 機器用の設定です。入力信号の 16 〜 235 階調を 0 〜 255 階調に

拡張して表示します。
AUTO ：入力信号に従って自動判別します。

※ 1：この項目は、FACTORY PRESET（→P32）を実行すると出荷時の状態に戻ります。ただし、AUTO BRIGHTNESS が ON の時は、BRIGHTNESS はリセットできません。
※ 2：P232W は簡易表示である DICOM SIM. となります。
※ 1：この項目は、FACTORY PRESET（→P32）を実行すると出荷時の状態に戻ります。
※ 2：RED：赤色、YELLOW：黄色、GREEN：緑色、CYAN: 水色、BLUE：青色、MAGENTA：紫色
※ 3：P232W のみ
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困ったとき
故障かな？と思ったら…
このようなときは、チェックしてください。

表示されないときは…

症　状 状　態 原因と対処 参照

画面に何も映らない 電源ランプが点滅している
場合

本機の故障である可能性があります。販売店または修理受付
／アフターサービス窓口にご相談ください。 P39

電源ランプが橙色でゆっく
りと明るさが変化する場合

OFF MODE機能（→P23）でOPTIONが選択されている可
能性があります。本体正面のMENUボタン、上下左右ボタン
のいずれかのボタンを押してください。

P23

電源ランプが点灯しない場
合

電源スイッチが入っていない可能性がありますので、確認して
ください。 P8

電源コードが正しく接続されていない可能性がありますので、
確認してください。 P13

電源コンセントに正常に電気が供給されているか、別の機器で
確認してください。

電源コードをコンピューターの本体のコンセントに接続して
いる場合は、コンピューターの電源を入れていない可能性があ
ります。コンピューターの電源が入っているか確認してくだ
さい。

電源ランプが緑色又は青
色に点灯している場合

OSD画面を表示し、以下の項目を確認してください。 P18

●OSD画面が表示されない場合は故障の可能性があります。
販売店または修理受付／アフターサービス窓口にご相談く
ださい。

P39

●正常な状態でOSD画面が表示されれば故障ではありませ
ん。「ブライトネス・コントラスト」の「ブライトネス」と「コ
ントラスト」を調節してください。

P20

●OSD画面が正常に表示され、「ブライトネス」と「コントラ
スト」を調節してもコンピューターの画面が表示されない場
合は、コンピューターとの接続、コンピューターの周波数、
解像度、出力信号の種類を確認してください。

P10、25

OFF MODE機能（→P23）でOFFが選択されている場合は
以下の項目を確認してください。

●コンピューターのパワーマネージメント機能が作動してい
る可能性があります。キーボードの適当なキーを押すか、マ
ウスを動かしてください。

P27

●コンピューターの電源が入っていない可能性がありますの
で、ご確認ください。

電源ランプが橙色に点灯
している場合

パワーマネージメント機能が作動している可能性があります。
キーボードの適当なキーを押すか、マウスを動かしてくださ
い。

P27

信号ケーブルが本機またはコンピューターのコネクターに正
しく接続されていない可能性がありますので、確認してくださ
い。

P10、11

変換アダプターが正しく接続されていない可能性があります
ので、確認してください。 P10、11

コンピューターの電源が入っていない可能性がありますので、
確認してください。

画面が表示しなくなった 正常に表示されていた画
面が、暗くなったり、ちら
つくようになったり、表示
しなくなった場合※

新しい液晶パネルとの交換が必要です。販売店または修理受
付／アフターサービス窓口にご相談ください。 P39

※ 液晶ディスプレイに使用しているバックライトには寿命があります。
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表示がおかしいときは…

症　状 原因と対処 参照

画面が暗い エコモードやAUTO BRIGHTNESSをOFFにしてください。 P20、30

PICTURE MODEをHIGH BRIGHTに設定してください。 P26、29

画面上に黒点（点灯しない点）や
輝点（点灯したままの点）がある

液晶パネルの特性によるもので、故障ではありません。 P7

画面表示にムラがある 表示内容によってはこのような症状が生じることがありますが、液晶パネルの特性によるもの
で、故障ではありません。以下の対応をおこなって、ムラが改善されるかを確認してください。

ブライトネスを下げてください。 P20

UNIFORMITY(アドバンストメニューTag1)を5に設定してください。 P29

画面に薄い縦縞の陰が見える 表示内容によってはこのような症状が生じることがありますが、液晶パネルの特性によ
るもので、故障ではありません。

細かい模様を表示すると	
ちらつきやモアレが生じる

自動調節（→P17）をおこなってください。

細かい模様を表示するとこのような症状が生じることがありますが、液晶パネルの特性
によるもので、故障ではありません。

線の太さなどがぼやける 推奨解像度以外の解像度の画像を表示すると、このような症状が生じることがあります
が、液晶パネルの特性によるもので、故障ではありません。

表示エリア外の非表示部分に
「残像」が生じる

表示エリアが画面いっぱいでない場合、長時間表示すると、このような症状が生じるこ
とがありますが、液晶パネルの特性によるもので、故障ではありません。 P42

画面を見る角度によって色がおかしい 視野角（画面を見る角度）によっては、色相の変化が大きくなります。 P42

画面の表示状態が変わっていく AUTO BRIGHTNESSが"ON"に設定されている場合、室内の明るさ表示画面の内容
により表示画面の明るさが自動的に調節されます。

液晶パネルは使用時間の経過に伴い表示状態が少しずつ変化します。また周囲の温度
によっては画面の表示状態に影響を受けることがありますが、液晶パネルの特性による
もので、故障ではありません。

画面が明るくならない 指定したブライトネス値に明るくできない時はブライトネス値が点滅します。

画面を切り替えても前の画面の
像が薄く残っている

長時間同じ静止画面を表示すると、このような「残像」という現象が起こることがありま
す。電源を切るか変化する画面を表示していれば像は1日程度で消えます。 P42

表示色がおかしい OSD画面を表示し、以下の項目を確認してください。 P18

●OSD画面が正常に表示されない場合は故障の可能性があります。販売店または修
理受付／アフターサービス窓口にご相談ください。 P39

●正常な状態でOSD画面が表示されれば故障ではありません。「カラー調節」を選択しお好み
で色の割合を調節していただくか、またはRESETボタンで工場設定値に戻してください。 P22、24

●OSD画面が正常に表示され、「カラー調節」を調節してもコンピューターの画面が正
常に表示されない場合は、コンピューターとの接続、コンピューターの周波数、解像
度、出力信号の種類を確認してください。

P11、25

コンピューターに設定されたICCプロファイルがPICTURE MODEと一致しているこ
とを確認してください。

COLOR VISION EMU（アドバンストメニューTag1）をOFFにしてください。 P29

アナログ入力の場合は、自動調節（→P17）をおこなってください。 P17

本機の電源をいったん切り、再度RESET（PIP）ボタンとSELECT（INPUT）ボタンを押しな
がら電源を入れてください。この操作で色にかかわるすべてのパラメータが工場出荷の状
態に戻ります。工場出荷の状態で画面が表示されるまでは10秒ほどかかります。

表示がおかしい OSD画面を表示し、以下の項目を確認してください。 P18

●OSD画面が正常に表示されない場合は故障の可能性があります。販売店または「修
理受付／アフターサービス窓口」にご相談ください。 P39

●正常な状態でOSD画面が表示されれば故障ではありません。アナログ接続の場合、
自動調節を実行してください。P232WでHDMI接続の場合、VIDEO LEVELまたは
OVER SCANの設定を変更してください。

P17
P30
P31

画面がちらつく	
（分配器を使用している場合）

分配器を中継させず、コンピューターと直に接続してください。 P11、12

画面がちらつく	
（上記以外の場合）

OSD画面を表示し、以下の項目を確認してください。 P18

●OSD画面が正常に表示されない場合は故障の可能性があります。販売店または修
理受付／アフターサービス窓口にご相談ください。 P39

●正常な状態でOSD画面が表示されれば故障ではありません。「画面調節」の「位相」
を選択し調節してください。 P21

●OSD画面が正常に表示され、「位相」を調節してもコンピューターの画面が正常に表
示されない場合は、コンピューターとの接続、コンピューターの周波数、解像度、出力
信号の種類を確認してください。

P11、25
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案内画面／注意画面が表示されたら…（画面はP241Wの例）

症　状 状　態 原因と対処 参照

画面に「NO	SIGNAL」が	
表示された！※1

信号ケーブルが本機またはコンピュー
ターのコネクターに正しく接続されて
いない可能性があります。

信号ケーブルを本機およびコンピュー
ターのコネクターに正しく接続してく
ださい。

P10、11

信号ケーブルが断線している可能性が
あります。

信号ケーブルが断線していないか確認
してください。

電源ランプが橙色に点灯している場合
は、コンピューターの電源が切れてい
る可能性があります。

コンピューターの電源が入っているか
確認してください。

EDID EXTENSIONが正しく設定さ
れていない可能性があります。

EDID EXTENSIONの設定を変更し
てください。

P23

コンピューターのパワーマネージメント
機能が作動している可能性があります。

マウスを動かすかキーボードのキーを
押してください。

P27

画面に「OUT	OF	RANGE」が	
表示された！※2

本機に適切な信号が入力されていない
可能性があります。

入力周波数またはコンピューターの解
像度を変更してください。

P25

本機の対応する解像度よりも高い解像
度の信号を入力しています。

入力周波数またはコンピューターの解
像度を変更してください。

P25

EDID EXTENSIONが正しく設定さ
れていない可能性があります。

EDID EXTENSIONの設定を変更し
てください。 P23

画面に「RESOLUTION	NOTIFIER」
が表示された！

ご使用のコンピューターから出力され
ている解像度の信号が推奨サイズ以外
に設定されています。

コンピューター本体の解像度を本機
の推奨解像度にしてください。その
ままの解像度をお使いでこれを表示
させたくない場合は、RESOLUTION 
NOTIFIERをオフ（非表示）に設定し
てください。

P24、25

画面に「INTERLACED	SIGNALS	
ARE	NOT	SUPPORTED.」が	
表示された！

インターレースの信号が入力されてい
ます。

OSDの表示にしたがって画面を表示
させてください。画面が表示している
間にコンピューターなどの接続機器の
設定をインターレースからプログレッ
シブに切り替えてください。

※1 コンピューターによっては、解像度や入力周波数を変更しても正規の信号がすぐに出力されないため、注意画面が表示されることがありますが、 
しばらく待って画面が正常に表示されれば、入力信号は適正です。

※2 コンピューターによっては電源を入れても正規の信号がすぐに出力されないため、注意画面が表示されることがありますが、しばらく待って画面が
正常に表示されれば入力信号の周波数は適正です。
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その他

症　状 原　因 対　処

解像度や色数の変更ができない／固定さ
れてしまう

うまく信号が入出力できないことがまれ
にあります。

本機とコンピューターの電源をいったん切
り、もう一度電源を入れ直してください。

Windows®をご使用の場合は、 
Windows®セットアップ情報のインス
トールが必要な可能性があります。

付属のユーティリティーディスクの
Windows® セットアップ情報をコン
ピューターにインストールしてください。
（→P16）

Windows®セットアップ情報をインス
トールしても設定の変更が不可能な場
合、またはWindows®以外のOSをご使
用の場合は、グラフィックボードのドライ
バーがOSに正しく認識されていない可
能性があります。

グラフィックボードのドライバーを再イン
ストールしてください。再インストールに
関しては、コンピューターのマニュアルを
ご参照いただくか、コンピューターのサ
ポート機関にお問い合わせください。

接続しているUSB対応周辺機器が	
認識されない。
正常に動作しない。

Windowsをお使いの場合： 
USB対応周辺機器のデバイスドライバー
が正常に組み込まれていない（ドライバー
インストールが必要なUSB対応周辺機
器のみ）

USB対応周辺機器のデバイスドライバー
を組み込んでください。デバイスマネー
ジャーで「不明なデバイス」と表示される
場合は、「不明なデバイス」をデバイスマ
ネージャー上で削除し、USB対応周辺機
器のデバイスドライバーを組み込んでく
ださい。

USB SELECTIONが正しく設定されて
いない。

USB SELECTION（→P23または
P31）を正しく設定してください。

複数のUSB対応周辺機器を接続すると、
USB対応周辺機器が正常に動作しない。

USB対応周辺機器が同時に複数台接続
することに対応していない。

1つ1つのUSB対応周辺機器を単独で
動作させてください。

USBハブを多段接続（複数台の連結接続）
した後に、USB対応周辺機器を接続する
と、USB対応周辺機器が正常に動作しな
い。

USB対応周辺機器が、USBハブの多段
接続に対応していない。

USB対応周辺機器をコンピューターに
近いUSBハブに接続してください。



日
本
語

日本語-3�

本機を廃棄するには（リサイクルに関する情報）
当社は環境保護に強く関わっていきます。環境に対する影響を最小限にするために、リサイクルシステムを会社の最重要課
題の一つとして考えております。また、環境に優しい商品の開発と常に最新のISOやTCOの標準に従って行動するよう努
力しています。当社の使用済みディスプレイのリサイクルシステムの詳細については当社インターネットホームページを
ご覧ください。

http://www.nec-display.com
なお、資源有効利用促進法に基づく当社の使用済みディスプレイのリサイクルのお申し込みは下記へお願いします。

家庭系（個人ユ−ザ−様）の窓口 事業系（法人ユ−ザ−様）の窓口

情報機器リサイクルセンタ− 日本電気株式会社／NECロジスティクス株式会社

TEL 0120-345-989 （フリーダイヤル）
URL　http://www.pc-eco.jp

TEL 0120-802-310（フリーダイヤル）
URL  http://www.nec.co.jp/eco/ja/products/3r/shigen_menu.html

受付時間　土・日・祭日を除く 9：00 〜 17：00 受付時間　土・日・祭日を除く 9：00 〜 12：00 ／ 13：00 〜 17：00

休日は、土曜・日曜・祭日及び年末年始等の両社の所定休日とさせていただきますので、ご容赦願います。

ディスプレイの回収・リサイクル

資源有効利用促進法に基づき、家庭から出される使用済みディスプレイの回収・リサイクルをおこなう“PCリサイクル”が2003年10
月より開始されました。当社ではこれを受け、回収・リサイクル体制を構築し、2003年10月1日より受付しております。2003年
10月以降購入されたディスプレイのうち、銘板に“PCリサイクル”が表示されている商品※は、ご家庭からの排出時、当社所定の手続き
により新たな料金負担なしで回収・リサイクルいたします。事業者から排出される場合は、産業廃棄物の扱いとなります。

※“PCリサイクル”の表示のない商品は、排出時、お客様に回収・リサイクル料金をご負担頂きますので、あらかじめご了承ください。
※ 本機をご購入いただいた個人ユーザー様は以下のリサイクル窓口ホームページからお申込みいただくことにより、無償で

PCリサイクルマークを提供いたします。
 リサイクル窓口ホームページ：http://www.pc-eco.jp 

画面左側の「PCリサイクルマーク申込」からお入りください。
 なお、法人ユーザー様がPCリサイクルマークを添付された商品を排出される場合でも産業廃棄物の扱いとなることに変わりはありま

せん。ご注意ください。
 詳細は弊社ホームページ（http://www.nec-display.com/jp/environment/recycle/display.html）をご参照ください。

保証とアフターサービス
● この商品には保証書を添付しています。
 保証書は必ず「お買上げ日・販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受け取りください。
 内容をよくお読みのあと、大切に保存してください。
● 保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または修理受付/アフターサービス窓口にご相談ください。
 修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。
● その他、アフターサービスについてご不明の場合は、お買上げの販売店または修理受付/アフターサービス窓口へご相談ください。
● 部署名、電話番号、受付時間などについては変更になることがありますのでご了承願います。
 最新情報につきましては、当社ホームページにてご確認ください。

修理受付／アフターサービス窓口

個人ユ−ザ−様の窓口 法人ユ−ザ−様の窓口

121コンタクトセンター NECビジネスPC修理受付センター

フリーコール：0120-977-121

携帯電話、PHS などフリーコールをご利用できないお客様は 

こちらの番号へおかけください。

03-6670-6000（通話料お客様負担）

フリーコール：0120-00-8283

携帯電話をご利用のお客様は 

こちらの番号へおかけください。

0570-064-211（通話料お客様負担）

受付時間 ：9:00 〜 21:00（年中無休）
受付時間：月〜金　9:00 〜 18:00

土曜、日曜、国民の祝日、法律に定める休日、

NEC 規定の休日（12 月 29 日〜 1 月 3 日、4 月 30 日〜 5 月 2 日）を除く

アフターサービスを依頼される場合はつぎの内容をご連絡ください。

●	お名前
●	ご住所（付近の目標など）
●	電話番号
●	品名：マルチシンク液晶ディスプレイ

●	型名：LCD-P232W／ LCD-P232W-BK　LCD-P241W／ LCD-P241W-BK
●	製造番号（本機背面のラベルに記載）
●	故障の症状、状況など（できるだけ詳しく）
●	購入年月日または使用年数
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ICCプロファイル	 P26
ディスプレイやプリンタの色域・階調特性など表示特性が記述され
たデータです。コンピューターはこの情報を元に色を補正します。

Plug&Play	 P27
Windows® で提唱されている規格です。ディスプレイをはじめと
した各周辺機器をコンピューターに接続するだけで設定をせずに
そのまま使えるようにした規格のことです。

RESOLUTION	NOTIFIER	 P24
最適な解像度以外の信号をコンピューターで設定している場合
に、推奨信号の案内を画面に表示する機能です。

sRGB規格	 P26,	29
IEC（International Electrotechnical Commission）により規
定された色再現国際規格です。sRGB対応のディスプレイなら、
ネットワーク上でどのディスプレイでも色調を揃えることがで
きる規格で、対応プリンター、スキャナー、デジタルカメラなどと
の色合わせもしやすくなります。

USB（Universal	Serial	Bus)	
	 P5,	9,	12,	14,	16,	23
コンピューターと周辺機器(マウスやジョイスティック、プリンターな
ど)を接続するためのインターフェイスの規格です。
WindowsXP,Windows2000,Windows98を搭載したコンピュー
ターやPower Macintoshの新製品などで採用されています。

USBハブ	 P5,	14,	38
1つのUSBポートを複数のUSBポートに分岐する機能または機
器です。本機が内蔵しているUSBハブは、１つのUSBポートを4
つのUSBポートに分岐することができます。

（うち1つはディスプレイのコントロールに使用しています）

VESA規格	
（Video	Electronics	Standards	Association）	 	
	 P27
ビデオとマルチメディアに関連する標準の確立を目的として提
唱された規格です。

Visual	Controller
当社オリジナルの、DDC/CI国際規格に準拠した制御用ソフトで
す。当社ホームページより無料ダウンロードし、コンピューター
にインストールしてください。

位相	 P21
アナログ信号をきれいに表示するための調節項目の１つです。こ
れを調節することにより、文字のにじみや横方向のノイズをなく
したりすることができます。

エネルギースタープログラム		 P7,	43
デスクトップコンピュータの消費電力を節減するために、米国の
環境保護局（EPA：Environmental Protection Agency）が
推し進めているプログラムのことです。

応答速度	 P43,	44
表示している画面を変化させたときの画面の切り替わりの速さ

（追従性）のことで、数値が小さいほど応答速度は速くなります。

輝度	 P43,	44
単位面積あたりの明るさを示す度合いのことで、数値が高いほど
表示画面が明るくなります。

コントラスト比	 P43,	44
白と黒の明るさの比率を示す比率のことで、輝度が同じであれば、
数値が大きくなるほど画面にメリハリが出ます。

残像	 P4,	36
残像とは、長時間同じ画面を表示していると、画面表示を変えた
ときに前の画面表示が残る現象です。残像は、画面表示を変える
ことで徐々に解消されますが、あまり長時間同じ画面を表示する
と残像が消えなくなりますので、同じ画面を長時間表示するよう
な使い方は避けてください。「スクリーンセーバー」などを使用し
て画面表示を変えることをおすすめします。

色覚エミュレーション	 P29
異なる色覚特性における見え方を擬似的に表現し、判別しづらい
色の組合せを確認できます。本機はP型、D型、T型の色覚特性と
JISX8341規格などコントラスト確認用のGrayscaleに対応し
ています。
参照:NPO法人 カラーユニバーサルデザイン機構
http://www.cudo.jp/
色の見え方、感じ方には個人差があり、全ての色弱者※1が同じよ
うに見えるとは限りません。
色覚エミュレーションは、色弱者※１の色の見分けにくさを体験
するためのものであり、そのように見えているわけではありませ
ん。P型D型T型の強度の色覚についての再現であり、弱度の場合
には一般色覚とほとんど差が無い方もいます。

※1 色覚異常・色盲・色弱・色覚障害・色覚特性とも称されます。ここでは
CUDOの推奨する呼称を採用しています。

視野角	 P36,	43,	44
斜めから見た場合など、正常な画像が見られる角度のことで、数
値が大きいほど広い範囲から画像が見られます。

水平周波数／垂直周波数	 P25,	43,	44
水平周波数：1秒間に表示される水平線の数のことで、水平周波
数31.5kHzの場合、1秒間に水平線を31,500回表示するとい
うことです。
垂直周波数：1秒間に画面を何回書き換えているかを表します。
垂直周波数が60Hzの場合、1秒間に画面を60回書き換えている
ということです。

チルト／スイーベル角度	 P15,	43,	44
チルト角度 ：ディスプレイ画面の前後に動かせる角度のことです。
スイーベル角度 ：ディスプレイ画面の水平方向の回転角度のことです。

ノータッチオートアジャスト／	
NTAA（No	Touch	Auto	Adjust）	 P27
コンピューターから新しい信号を受信するたびに自動的に画面
を最適な状態にする機能です。

パワーマネージメント機能	 P27
コンピューターの消費電力を低減するために組み込まれた機能
です。コンピューターが一定時間使用されていない（一定時間以
上キー入力が無いなど）場合に、電力消費を低下さます。再度コン
ピューターが操作されたときには、通常の状態に戻ります。

表示画素数／解像度	 P25,	43,	44
一般的には「解像度」と呼ばれています。1画面あたりの横方向と
縦方向の画素の数を表します。表示画素数が大きいほど多くの情
報量を表示することができます。

ロングケーブル補正機能	 P30
長距離接続をおこなった場合でも信号劣化を極力抑えることが
可能。アナログ信号においては、広域成分補正/画像の輪郭改善
/色ずれ補正などとの相乗効果により、高画質を維持します。デジ
タル信号においては、信号の劣化を改善します。






